
吹田市立北千里児童センター、吹田市北千里地区公民館、吹田市立北千里図書館 

指定管理者候補者選定委員会議事録 
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次  第 

（１）室長あいさつ 

（２）委員長及び副委員長の選任 

（３）吹田市長及び吹田市教育長の諮問 

（４）事前配布資料及び第三者モニタリング・評価の進め方についての説明 

（５）第三者モニタリング・評価の手順についての説明 

（６）指定管理者入場・紹介 

（７）各委員評価（指定管理者へのヒアリング） 

（８）答申について 

 

議事概要 

（１）室長あいさつ 

（２）委員長及び副委員長の選任 

（３）吹田市長及び吹田市教育長の諮問 

 

（４）事前配布資料及び第三者モニタリング・評価の進め方についての説明 

【事務局】 

～ 事前配布資料及び第三者モニタリング・評価の進め方についての説明 ～ 



 

【委員長】 

説明が終わりました。ご意見、ご質問があればお願いします。 

それでは評価の進め方については、ただいま事務局からご提案いただいた内容を基に

進めるということでよろしいでしょうか。 

 

～ （「異議なし」との声あり） ～ 

 

異議なしとのことですので、本案を承認いたします。 

 

（５）第三者モニタリング・評価の手順についての説明 

【事務局】 

～ 指定管理者制度導入施設の第三者モニタリング・評価シートについての説明 ～ 

 

【委員長】 

説明が終わりました。ご質問等ございませんでしょうか。 

無いようであれば、吹田市立北千里児童センター、吹田市北千里地区公民館、吹田市

立北千里図書館第三者モニタリング・評価の手順について、確認したということでよろ

しいでしょうか。 

 

～ （「異議なし」との声あり） ～ 

 

異議なしとして、本委員会としてモニタリングの評価の手順を確認いたしました。た

だいま確認いたしました第三者モニタリング・評価の手順に基づきまして評価を進めて

まいりますので、委員の皆様よろしくお願いします。 

「各委員評価（指定管理者ヒアリング）」を行っていきたいと思います。 

 

（６）指定管理者入場・紹介 

指定管理者制度導入施設の第三者モニタリング・評価シートの記入・作成にあたって、

指定管理者に対するヒアリングを行っていきますので、指定管理者の方に入場いただき

たいと思います。 

 

～指定管理者入室、自己紹介～ 

 

（７）各委員評価（指定管理者へのヒアリング） 

【委員長】 



それではヒアリングをはじめます。評価シートの評価項目 1管理運営内容、2利用者

満足度、3 サービス提供の継続性及び安定性の順に進めていきたいと思います。まず、

管理運営内容につきまして、各委員から順次質問等お願いいたします。 

 

１ 管理運営内容について 

【委員】 

収支決算報告書において、指定管理料が 812 万円のマイナス、自主事業が 74 万円の

マイナスとなっています。指定管理料の方で旅費交通費、水道光熱費、採用研修費、本

部管理費が予算に比べて実績が大きいと思うのですが、原因を説明していただけますで

しょうか。 

 

【指定管理者】 

水道光熱費につきましては、当初予定しておりました予算よりかなり大幅に増額する

ことになりましたが、昨今の光熱費の高騰に寄与するところが大きいと思っております。

今後の具体策としては空調機のこまめな温度調整や、公民館のご利用者の方にも対応を

お願いして説明に努めているところでございます。水道料金につきましては開館当初、

植栽の定着ということで散水を強化するように吹田市様からアドバイスをいただきま

して、特に夏場は毎日２時間を超える散水を行っていたことが影響していると思ってお

ります。 

採用研修費につきましては、自社のホームページ等で採用の求人をかけておりました

が、専門性を要求する求人は広報が困難であったことから、外部の求人サイトを利用し

たことで非常に経費がかかってしまいました。また、研修で外部講師へ依頼したことや、

Web研修に必要な機器の購入等の投資につきまして、当初予定していたものより増額と

なってしまいました。 

本部管理費といたしましては、労基関係のシステムや会計システムの運用等にかかる

経費と、そのための本社機能の維持運営に掛かる経費が非常に膨らんでしまったという

ところです。当初、ある程度は想定していたものの大幅な増額となってしまった点は、

見込みが甘かったところだと考えている次第です。対策については引き続き検討してい

きたいと思っております。 

 

【委員】 

今のお話の中では初期の費用がかかったということですが、２年目以降はそういう支

出が出ないだろうから、その辺を抑えられるという理解でよろしいでしょうか。 

 

【指定管理者】 

減額には繋がると思っています。求人に関しても、スタッフの雇用が定着しておりま



すので新たな求人をかける必要もなくなっております。ただ、水道光熱費に関しては私

たちの努力だけでは難しいところがあり、苦慮しているというのが現状でございます。 

 

【委員】 

自主事業の方の講師料・材料費等も実際の支出が 154.9％と多いと思いますが、この

原因も聞かせてもらえますか。 

 

【指定管理者】 

魅力ある自主事業を当施設の利用者様に提供するということで、児童センターで行っ

ている自主事業では特に専門性の高い先生へ講師依頼をしております。利用者の方から

非常に好評で参加者も増えているところですが、講師料増額の原因の一つかと思います。 

 

【委員】 

採用研修費のマイナスについて、吹田市の方で研修日報の確認ができなかったところ

があるというご指摘がありますが、その辺りの管理に関して、どのような実態があるの

か教えていただけますでしょうか。 

 

【指定管理者】 

報告書における私どもの報告の仕方に不備があったかと思います。実際に研修にあた

ったスタッフの名前や研修内容について、翌年度から詳細に報告させていただくように

なり、不備等のないように努めているところでございます。 

 

【委員】 

スタッフの方を新しく雇用する必要があったということで、勤務形態の課題や改善さ

れた点があれば教えてください。 

 

【指定管理者】 

当施設が開館した 11月、12月あたりは一日の来館者が非常に多く、図書館や児童セ

ンターの新規登録の件数も非常にございました。関連する窓口業務でも、作業がかなり

多かったことで一部残業になったケースもございます。もちろん協定で結んでいる範囲

内の残業時間で抑えております。当施設の特徴として SNSや広報誌をニュースレターと

いう新しい形で行っており広報関係を強化しております。広報専門のスタッフを雇用す

ること、そしてそのスタッフのスキルアップに注力することを今後の課題と考えており

ます。 

入口すぐにございます総合受付では、当施設へ来館された全ての方へ対応できるスキ

ルが求められておりますので、図書館だけ、公民館だけ、児童センターだけに限るので



はなく、全てのスタッフがマルチ的なスキルを身に着けるために日々努めているところ

です。今後、新人として採用したスタッフにもそういったスキルを身に着けてもらうと

いうことが複合施設としての課題であると考えております。 

 

【委員長】 

スタッフの研修というのは具体的にどういう形で行っているのでしょうか。 

 

【指定管理者】 

共同事業体の中でも図書館に関わる部分、児童センターに関わる部分の専門性を要求

される研修については、各社独自の研修システムを持っておりますので、それでスタッ

フのスキルアップを図っています。また、先ほどお伝えしましたマルチ的に複合施設と

して全ての業務を網羅しないといけない部分もございますので、合同研修という形で月

に一回の館内整理日を設けており、共同事業体間のスタッフ合同で研修を行っておりま

す。例えば危機管理に関する研修や接遇研修など、利用者の方の安心安全を担保するた

めにも、そのような研修は引き続き行っていこうと思っております。 

 

【委員】 

研修について、三つの団体で指定管理の運営をされているということで、みなさんが

共通認識を持って全員研修を受けられているのか、どのように三者共同で進められてい

るのかということと、決算報告書で令和４年度はマイナスとなっていましたが、今年度

の予算はどうなっているのか教えていただけますか。 

 

【指定管理者】 

月に一度の館内整理日が三者の集まりやすい環境ですので、そういった時間を利用し

まして共同事業体三者で集まって研修を行っております。例えば危機管理面の避難訓練

や防災訓練につきましては、火災や地震など様々なケースを想定した訓練を行っており

ます。利用者の年代も幅広く、ご高齢の方から児童センターを利用の幼児の方、赤ちゃ

んまでいらっしゃいますので、そういった皆様の安全を確保する訓練を私どもでシナリ

オを作って、三者の職員と吹田市の職員も参加して行っております。接遇研修につきま

しては、三者それぞれの業務で異なるケースはありますが、お客様に対しての接遇とい

う面では共通のテーマと思っておりますので、カウンターでのシミュレーションを行う

などの接遇研修を継続して行っているところです。 

今年度以降の予算につきましては、やはり水道光熱費について厳しい状況が続いてお

り、正直に申し上げると今年度も苦しいところです。この部分については、指定管理者

だけではなく、当施設の利用者様にもご協力をいただいております。例えば公民館の貸

室利用では、それぞれの団体様が空調を調節されておりますので、適正温度のご提示を



させていただきご協力をいただいております。指定管理者での対応としては、開館前は

必要な箇所だけ点灯しての作業を行うなど、細々としたことではありますが、日々そう

いったことの積み重ねで節電に努めていこうと思っているところでございます。 

 

【指定管理者】 

児童センターからも研修について説明させていただきます。吹田市の子育て政策室か

ら研修の案内をいただいており、そのような研修については積極的に参加しております。

学んだ内容を持ち帰り、児童センターの中でＯＪＴとして研修を積むという形で行って

おります。以上でございます。 

 

【委員】 

研修や自主事業を活発にされているということですが、地区公民館と連携している活

動や、地区公民館との関係を教えてください。 

 

【指定管理者】 

北千里地区公民館では非常に多くのグループ様が登録されております。旧公民館の時

からすでに 100を超えるグループさんが登録されており、そのグループの方が引き続き

当施設をご利用いただいています。まだ新しいグループとして立ち上げられた地域住民

の方も多くいらっしゃいまして、グループ活動が非常に盛んです。一方、高齢化やメン

バーの減少ということで、グループとして貸室の利用が難しくなることもございます。

1グループに少なくとも５人の構成メンバーがいないと、グループ活動としてお認めが

難しいという要件があり、そういった理由で、グループ活動が難しいというお声をいた

だいたことがございました。定期的に行っている公民館とのミーティングにてそのこと

を伝えたところ、公民館の主催講座でそういったグループさんを講師として招きたいと

いうご提案をいただきました。具体的には味噌づくりのグループさんだったのですが、

味噌づくりの講座を公民館の主催講座として行うことになりました。指定管理者からも

提案させていただいており、調整を重ねていきながら進めているところでございます。 

 

【指定管理者】 

児童センターからも公民館とのコラボについて説明させていただきます。今年度の実

施になりますが、着付けのグループさんと「浴衣でおでかけ夏まつり」という、着付け

教室で浴衣を子供たちに着せていただく企画をさせていただきました。しかしながら反

応が悪く、2 組しかこられなかったのですが、快く着付け教室をしていただきました。

また、子育て世代のピアニストとソプラノ歌手の方と一緒に子供を抱きながら楽しめる

音楽会を毎月させていただいております。シルバー世代の方も一緒に歌っていただいた

ら多世代で繋がりが持てるということで、0歳から 100歳までが集って一緒に歌いまし



ょうという「SingSingSing0100」という企画を１１月に行いましたが、その時はシルバ

ー世代の方の参加が少なかったです。原因を考えたところ、公民館独自の広報誌である

公民館だよりというのは、シルバー世代の方にとってはＳＮＳよりも大きい媒体である

ということに気づきましたので、1月号の公民館だよりには日程等を掲載させていただ

きました。昨年度より見えてきた部分がありますので、今後ともいろいろなところで繋

がりを持っていきたいと思っております。以上でございます。 

 

【委員長】 

ありがとうございます。複合施設ですので多世代の方が集まる場所ということで、大

変な部分もあるかと思いますが、ぜひ地区公民館とも積極的に繋がっていただいて、イ

ベントなどの運営をしていただけたらと思います。 

 

２ 利用者満足度について 

【委員】 

資料の第１回の利用者アンケートの回答者が、69 人と非常に少なかったことが気に

なりました。第 2回のアンケートでは回答者数は増えていますが、利用者総数から考え

て少ない印象があります。また、複合施設でまとめてアンケートを取っていますが、そ

れぞれの施設でもアンケートをとるべきではないかと思います。いかがでしょうか。 

 

【指定管理者】 

当施設は 11 月に開館しアンケートを実施したのが 2 月の当初で、来館者の方は多か

ったのですが、なかなかアンケートのご協力に結びつきませんでした、当施設での初め

てのアンケート実施でしたが、我々からの積極的なお声掛けができなかったという反省

を持っております。この初年度のアンケートにつきましては Web上と紙でご用意させて

いただきましたが、やはり高齢者の方にはまだまだ紙ベースのものが馴染み深いという

ことは、初年度の反省としております。今年度から紙の割合を増やして実施させていた

だいたところ、アンケートの回答率がアップいたしました。 

複合施設の中で、それぞれの施設ごとにアンケートを行ってはどうかというご意見を

いただきましたが、ご利用者にこの施設のどの機能を一番使っているかという質問をさ

せていただいたときに、一つの施設だけを使っているという方が割合として少なかった

ということがありました。施設の特性を生かしていきたいという思いもあり、今年度も

アンケートは施設全体として行いました。ただし、なかなかアンケートではお答えいた

だけない方もいらっしゃることは実感しておりましたので、アンケートだけではなく利

用者懇談会というのも、年に 1回以上実施するようにいたしました。あまりかたい名前

ではみなさんご参加いただけないかもしれないので「まちきたサロン」という名前で実

施しました。公民館の調理室を利用して、参加された方のご意見を聞く場を設けさせて



いただきました。子供さんを連れていて書くのが難しい利用者の方や、障がいをお持ち

の方など普段なかなかアンケートをお答えいただけないような方からご意見を伺う機

会を設けることもできました。他にアンケートの回答率が低い中高生、YA 世代と言わ

れる年齢のご利用者については、施設で発行している「MACHIKITA DAYS」というニュ

ースレターのインタビューにて、中高生 37 名から施設の利用内容や感想などを聞く機

会を設けることができました。利用されている幅広い年齢の方からいろんな形でご意見

をうかがう機会を、引き続き作っていきたいと思っております。 

 

【指定管理者】 

児童センターからも説明させていただきます。9月に児童センター独自のブラッシュ

アップアンケートでは 110通ほどの回答をいただきました。内容としては例えば 3人の

子どもを連れているのでトイレになかなか行けないというご意見をいただいたことが

あったので、お困りの方はいつでもお声がけくださいという張り紙を全室に掲示させて

いただくなど、アンケートを通じてブラッシュアップをしているところでございます。

いつでも回答いただけるよう各部屋にＱＲコード付きのポスターを掲示しております。

職員の対応についてお褒めの言葉をいただいた際は、我々職員のモチベーションが上が

りましたので、そういった内容も含めて全職員で共有して生かしているところでござい

ます。以上です。 

 

【委員】 

ありがとうございます。それぞれのニーズを酌み上げようというご努力が伺えてよか

ったです。アンケート内容の公表はされているのでしょうか。 

 

【指定管理者】 

資料につけておりますアンケートにつきましては、館内の掲示板にて公開しておりま

す。アンケート期間中に回答ができず残念だったというお声を伺ったことがありました

ので、アンケートの実施期間についても今後再検討していきたいと思っているところで

す。 

 

【委員】 

子ども会議について、0 名の参加や 1～2 名の参加という会が何度かあったようです

が、子どもの意見の吸い上げや運営の方法は実際どのようにされているのでしょうか。 

 

【指定管理者】 

児童センターから子ども会議について説明させていただきます。当初は委員活動のよ

うな形で、申し込んでいただいた 10 名程度の方で始めさせていただきました。毎週水



曜日に実施している中で、なかなか 10 名揃うことがなく 0 名の時もございますが、子

ども会議は継続して実施していると記録を残しております。参加者が 1名であっても 2

名であっても、来ていただける子供の意見というのは非常に大事なことだと思っており

ます。「まちきたキッズ～にこにこひろば～」という愛称の児童センターだよりがある

のですが、子ども会議で決めたロゴやキャラクターを採用しております。 

小学生に魅力のある児童センターにするにはどうしたらいいのかを考えておりまし

て、子どもを引きつけるものを考えているところです。そういった中でこども会議の参

加人数も増えてくるのではないかと思っております。以上です。 

 

【委員】 

アンケートを実施されているということですが、常に意見を募集できる意見ボックス

のようなものの設置はあるのでしょうか。また、アンケートを見させていただくと図書

館に対する不満や、児童センターに対する対応が足りてないっていう声が何点か見受け

られました。初年度は利用者の新規登録が多かったことや、始まったばかりで人員が足

りないというところがあったと思いますが、今の人員は足りているのかどうかお聞かせ

ください。 

 

【指定管理者】 

開館してから短い期間でお答えいただいたアンケートだったので、まだまだ慌ただし

い時期だったかと思います。今では平日は落ち着いておりまして、来館者の人数もおよ

そ想定もできます。繁忙期にあたる夏休みなどの長期休暇でも来館者の想定数を掴むこ

とができました。シフトにつきましても、繫忙期と平常時とのメリハリをつけたシフト

を作ることで、無理のない体制を作れていたかと思います。当施設は１０時の開館です

が、電話対応は 9時３０分から行っており、開館時に集中して混み合う時間をできるだ

け減らすように、そして一人一人の利用者の方に丁寧に対応できるよう、余裕を持った

接遇ができるように工夫しているところです。 

 

【指定管理者】 

児童センターから説明させていただきます。開館当初はご不満や苦情をいただいたこ

ともございました。笑顔で寄り添って安心安全を提供できるよう、職員の対応を見直し

たところ、今年度の 9月に実施したブラッシュアップアンケートでの児童センター職員

の対応について、「とても良い」と「良い」がほとんどで、あとは「やや不満」が 2.6％、

「不満」が 0.5％、「普通」が 2.6％ということで、97％から支持いただいており、これ

からも頑張らないといけないと感じております。ご不満に感じておられる 3％は少ない

数字に見えますが、今後改善していかないといけない部分ですので、努めて参りたいと

思っております。以上です。 



 

【委員】 

利用者からの意見はアンケートだけで聞くという理解でよろしいでしょうか。意見ボ

ックスの方はいかがでしょうか。 

 

【指定管理者】 

現在、ご意見ボックスという形では設置しておりません。アンケート以外でもご意見

を伝えたいという方もいらっしゃいますので、いつでも意見を言っていただけるような

雰囲気づくりには努めているところです。公民館についてはご利用後に使用報告書とい

うのを提出いただいており、その中にもご意見や感想を書いていただく項目を設けてい

ます。管理のことも考え常時投函いただけるボックスという形はございませんが、メー

ルでもご意見をくださる方もいらっしゃいますので、いつでもご意見をお受けできる体

制になっているかと思っております。 

 

【委員】 

様々な意見がくると思いますが、改善についてはどれぐらいの期間で、どういう会議

で決まって、どういう風に変わっていくのかというところを教えていただけますか。 

 

【指定管理者】 

正直に申しますとケースバイケースで、館長判断ですぐに変えられるものはすぐ変え

ます。内容によりましては吹田市さんと相談する必要のあるケースもございますので、

そういった内容はまず吹田市さんへ報告させていただき、手順を踏んで対応しておりま

す。いただいたご意見については、皆さまそれぞれの思いがあって伝えてくださってい

ると思っておりますので、できる限り改善していきたいと思っております。意見を言っ

ても無駄だと思われてしまうことは一番よろしくないことだと思っていますので、すぐ

に改善できない場合については理由を丁寧に説明させていただくなどの対応をしてお

ります。 

 

【委員】 

利用者アンケートを見ると静かな図書館というところと、児童館の活性化というとこ

ろが相反すると感じました。新しい取り組みをされているので難しいところだと思うの

ですが、子供を中心にした部分と、図書館施設という部分の複合的な方向性といいます

か、どういう施設を目指しているのかというところを教えていただけますか。 

 

【指定管理者】 

当施設の特徴はやはり施設・設備の複合化と思っております。こうでなければならな



いという固定概念のようなものは、変えていきたいと思っております。静かな環境とい

うのも、本当に静かな環境を求めていらっしゃる方には、施設内のゾーニングをご説明

させていただいて、例えば図書館のエリアで自習できる学習室という部屋があります。

本当に静かな環境で本を読みたい方はこちらでお読みくださいというふうにご案内さ

せていただいております。公民館利用者の方で、他の利用者の方に「静かにして」と言

われて困っているとおっしゃっていた方もいらっしゃいました。ニーズに合わせて利用

できるスペースをご用意しておりますので、利用者の皆さんに当施設をうまく使ってい

ただけるよう、ご案内をしていくことが私たちの仕事だと思っております。 

 

【委員】 

とてもわかりやすい説明をありがとうございました。ゾーニングの周知をしていただ

いて、市民の皆さんに使ってもらえる施設になるといいなと感じました。 

 

【委員長】 

ゾーニングの周知は非常に重要だと思いますし、図書館や公民館の利用者への対応に

ついて不可欠だと思います。公民館と図書館は長い間社会教育施設としてありましたが、

これまで互いの利用者層が重なり合わなかったというところが、解消したのかなと個人

的に感じていました。児童館も含めてですが、せっかくの複合施設ですので、この構造

を生かしていただいて互いに有機的なつながりを持って運営していただくと、今まで関

心がなかった新たな層の利用に繋がるかと思います。 

 

【委員】 

小学生の参加に苦慮されているというお話がありましたが、乳幼児の親子に関しては

幼児教室をされているということで、登録制でされている部分と、フリーで利用できる

部分とあると思うのですが、どのくらいの参加者がいるのか利用実態を教えてください。 

 

【指定管理者】 

平日で 150人、休日になりますと約 300人のご利用がございます。300人の場合は一

度に来られると非常に密になってしまいますので、土日祝日はリストバンドをつけてい

ただいて 1時間交代で入っていただけるシステムを取らせていただいております。小学

生についてはフリーで入っていただけます。リトミックや幼児教室等につきましては、

当センターの主任から説明させていただきます。 

 

【指定管理者】 

幼児教室等についてご説明させていただきます。令和 4年度に関しましては、一つの

クラスを開設いたしました。定員は 15名としておりましたが、1歳児の募集で 60名ほ



どの応募があり抽選となりました。令和 5年度に関しましては、いくつかのクラスを開

設し、それぞれ多少の募集の差はありますが、いずれも大変人気のクラスとなっており

ます。募集を上回る応募をいただき、お断りをしないといけない方もたくさんいらっし

ゃいますので、今後の募集について吹田市様と検討させていただこうと思っております。 

リトミックに関しましては月 1 回実施をさせていただいており、多いときは 30～40

名の参加がございます。リトミックは申し込み制ではなく当日参加で実施しております。

以上でございます。 

 

【指定管理者】 

従来から実施されております公民館の主催事業である乳幼児のママヨガやリトミッ

クなど、そういったところへも参加者の方が増えてきていると実感しています。また、

図書館でも「おひざで絵本」や「ブックスタートのひろば」など、乳幼児や親の方を対

象とした事業への波及効果も複合施設としてできればと思っております。子育て中から

本に親しむ環境を好きになるということが、お子さんの成長や子育て中の親御さんのプ

ラスにもなると思っています。こういう子育て世代の方がたくさん来館されているとい

う環境を今後も生かしていきたいと思っているところです。 

 

【委員】 

今インスタを見させていただきました。インスタからのお知らせは児童センターが中

心に見えましたが公民館からのお知らせはあるのでしょうか。 

 

【指定管理者】 

インスタでのお知らせは施設全体として行っております。児童センター独自としては

ＳＮＳやＬＩＮＥを活用しております。子育て世代の方を対象としたイベントなどはイ

ンスタや LINE、ホームページにも掲載しております。公民館の広報誌である公民館だ

よりにつきましてもホームページで情報提供させていただいており、ＳＮＳ等を活用し

た広報も力を入れているところです。 

 

３ サービス提供の継続性及び安定性 

【委員】 

館内の掃除やメンテナンスはどの程度、誰によってされているのか教えていただけま

すか。 

 

【指定管理者】 

日常清掃につきましては、施設管理を担当しております長谷工コミュニティから派遣

される清掃員の方に開館前から清掃をしていただいています。14 時まで清掃員の方が



常駐されておりますので、その間の館の全体の清掃を行っていただいております。公民

館の各室につきましては、備品として清掃道具を設置しておりまして、利用者様に室内

清掃をお願いしております。ご利用の多い部屋はご利用者様の清掃だけで足りない部分

がありますので、清掃員の方にお願いしたり、常駐しているスタッフで行っているとこ

ろです。 

 

【委員】 

現在の運営の中で特に課題になっている点や、難しい点はあるのでしょうか。 

 

【指定管理者】 

施設管理担当から回答させていただきます。毎週月曜日、共同事業体 3者で施設の現

地の人間が集まって連絡会を開いております。業務の中で気づいた点はご報告いただき

改善しておりまして、例えば児童センターの床が滑りやすくなっているからワックスを

塗るなど、吹田市様とも連携をさせていただき改善しておりますので、現状では特に問

題なっているということは聞いておりません。 

 

【指定管理者】 

児童センターからも回答させていただきます。児童センターの広場は天然芝を敷いて

おり、乳幼児さんや保護者の方、小学生が活発に遊んでいる中で、維持できている方だ

と思っております。エアレーションや砂を入れてもらうなどは施設管理の方で行ってい

ただいており、4 月に芽が出てくるかどうか注視しているところでございます。また、

衛生面に関して、消毒や手洗いの大事さをコロナ禍で学びました。それぞれの部屋にア

ルコールと拭き取り用のペーパータオルを設置しており、保護者の方や小学生の利用者

に使用後は拭いていただくようお願いしております。コロナ禍以降もインフルエンザな

ど流行っておりますので、継続して取り組んでいきたいと思っております。以上でござ

います。 

 

【委員】 

自主事業イベントについての自己評価で、魅力あるイベントや講座を企画されたとい

うことですが、詳しくお聞かせください。 

 

【指定管理者】 

複合施設の特徴である多世代交流、これを一つの柱にしていきたいと思っております。

先ほども一例で紹介させていただきましたが、公民館で長く活動されている様々なグル

ープの方々に講師役になっていただいて、子どもたちの体験の場を作ってみたいと思っ

ています。昨今、子どもの貧困ということが問題になっておりますが、学校や園以外で



の体験の場が非常に少なくなっているのではないかと感じています。経済的に苦しいご

家庭にとっては、学校以外で子どもに様々な体験をさせることが非常に難しいのかなと

思っております。複合施設だからこそ実施できるような、このスペースを生かして普段

学校や園だけでは体験できない様々な体験をしてもらいたいと考えています。そしてそ

の講師にはぜひ多くの地域の方に関わっていただいて、結果的に多世代の交流に繋がれ

ばと考えております。 

 

【委員】 

公民館、図書館などの備品の管理をどのようにされているか教えていただけますか。 

 

【指定管理者】 

吹田市様とのお話の中で３万円以上の価格のものを備品としており、備品台帳を作成

して内容については毎年確認し、更新作業を進めております。新しい施設ですので備品

の更新はまだありませんが、今後発生してくると思いますので、見落とし等がないよう

にしっかりと管理していきたいと考えております。 

 

【委員】 

広報のことで、SNSなどを使って発信をされているということでしたが、誰が担当と

なって、どのように発信する内容を決めているのでしょうか。 

 

【指定管理者】 

施設のスタッフで広報担当者を決めておりまして、SNSやホームページの管理につい

てはその広報が中心になって行っています。1人に任せるのではなく、担当者制をとっ

ておりますので、複数人で内容の確認を行っており、更新のタイミングにつきましても、

広報スタッフが出勤していないときでも内容の更新ができるようにしております。特に

ホームページにつきましては臨時休館のお知らせなど緊急を要するものもございます

ので、1人専任制にするのではなく、一定のスキルを持った担当者数名が共有できるよ

うにしております。 

 

【指定管理者】 

児童センターではＬＩＮＥも併用しており、昨年の 2 月から運用を始めております。

現在の登録状況としては、約 1,000人の登録と 100人ほどブロックされている状態です

ので、約 900人の方に発信しております。発信の内容につきましては、例えば幼児教室

において集会室を使ってください等のお知らせをさせていただいております。児童セン

ターの事業以外でも乳幼児の保護者が対象となるような図書館の行事についても発信

をさせていただいております。以上です。 



 

【委員長】 

便利に発信できるツールならではの難しい部分も多少あるかなと思いますが、工夫し

て継続していただければと思います。 

 

【委員】 

公民館とのコラボなどを利用して、多世代交流を目指したいというお話があったと思

いますが、地域のボランティアの方の登録の方法や、どの程度ボランティアの方がいら

っしゃるのかなどの実態をお聞かせください。 

 

【指定管理者】 

図書館についてはすでに吹田市様の方で図書館のボランティアを募集されています

ので、指定管理者としてどのように差別化をするか検討しているところです。ボランテ

ィアとして目的のはっきりしたもの、例えばすでに児童センターで活用している市内の

大学の学生ボランティアの経営を行って、事業を運営する部分がございます。こちらに

ついては児童センターから報告させていただきます。 

 

【指定管理者】 

児童センターから報告させていただきます。千里金蘭大学の学生と、関西大学のボラ

ンティアセンターを通じて、学生ボランティアを登録させていただいております。関西

大学につきましては月 1 回、ボランティアセンターの先生と 10 人程度の学生の方に来

ていただいております。千里金蘭大学に関しましては、ホームページでボランティアに

来ていただける日を入力いただいて、来ていただいております。あとは数名ですが、地

域の方もボランティアとして登録していただいております。学生は大学生と高校生で80

人の方が登録いただいております。シニア世代の方で 5 名ありますので、合計 91 名の

方に登録いただいております。 

 

【委員長】 

他に発言はありませんか。無ければこれでヒアリングを終了しますので、指定管理者

の皆様には退出していただきます。ありがとうございました。 

 

～ 指定管理者退室 ～ 

 

【委員長】 

指定管理者へのヒアリングが終わりました。第三者モニタリング・評価シートへの記

入・評価を行っていただきたいと思います。第三者コメント欄につきましては、優れた



取組や課題、指定管理者に対する助言や意見をご記入いただきますよう、お願いいたし

ます。 

 

（８）答申について 

【委員長】 

お手元に評価シートが配布されますが、こちらの評価をもとに、当委員会としてのモ

ニタリング評価について確定してまいりたいと思います。 

 

～ 評価シートの第三者評価内容の委員間調整、答申の確定 ～ 

 

【委員長】 

それでは、本選定委員会の評価の結果としましては、「一部課題があるが、概ね公共

施設として適正な運営を実施されていることが確認できた。」を答申とすることにご異

議ございませんでしょうか。 

 

～ （「異議なし」との声あり） ～ 

 

ありがとうございます。つきましては、本選定委員会より吹田市長及び吹田市教育長

に対しまして、吹田市立北千里児童センター、吹田市北千里地区公民館、吹田市立北千

里図書館第三者モニタリング・評価について答申を行うこととします。 

 

～ 答申書を手交 ～ 

 

【委員長】 

それでは、これで委員会を閉じたいと思います。各委員皆様のご協力により任務を遂行す

ることができました。誠にありがとうございました。 


